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役
員
人
事

　
東
洋
製
缶
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
（

6月

26日
付
）

　
▽
取
締
役
会
長
（
代
表
取
締

役
会
長
）
三
木
啓
史

▽
代
表
取
締
役
副
社
長
（
取

締
役
副
社
長
）
山
本
晴
男

■
新
任
取
締
役
候
補

▽
取
締
役
副
社
長
社
長
補
佐

（
専
務
執
行
役
員
海
外
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
調
達
管
掌
）中
井
隆

夫

▽
取
締
役
専
務
執
行
役
員
経

営
戦
略
統
轄
Ｉ
Ｒ
担
当
（
〃
経

営
戦
略
統
轄
Ｉ
Ｒ
担
当
）
山
縣

富
士
雄

▽
〃
開
発
機
能
統
轄
（
〃
開

発
機
能
統
轄
）
丸
橋
吉
次

▽
〃
経
営
管
理
統
轄
最
高
財

務
責
任
者
（
〃
経
営
管
理
統
轄

最
高
財
務
責
任
者
）
藤
井
厚
雄

　
■
退
任
予
定
取
締
役

　
▽
退
任
・
専
務
執
行
役
員
事

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
統
轄
（
取
締

役
専
務
執
行
役
員
事
業
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
統
轄
）
有
田
恒
夫

▽
〃
・
執
行
役
員〔
東
洋
製
缶

代
表
取
締
役
社
長
〕（
取
締
役

〔
東
洋
製
缶
代
表
取
締
役
社

長
〕）中

山
伊
知
郎

▽
〃
〔
東
洋
鋼
鈑
代
表
取
締

役
社
長
〕（
〃
〔
東
洋
鋼
鈑
代
表

取
締
役
社
長
〕）田

中
厚
夫

▽
〃
東
缶
興
業
代
表
取
締
役

社
長（
〃〔
東
缶
興
業
代
表
取
締

役
社
長
〕）筒

井
栄
二

▽
〃
〔
日
本
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

代
表
取
締
役
社
長
〕（
〃
〔
日
本

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
代
表
取
締
役
社

長
〕）辻

広
康
雄

▽
〃
〔
東
洋
ガ
ラ
ス
代
表
取

締
役
社
長
〕（
〃
〔
東
洋
ガ
ラ
ス

代
表
取
締
役
社
長
〕）清

水
泰
行

▽
退
任
・
常
任
顧
問（
〃
社
長

付
）
黒
田
由
雄

　
大
き
な
体
で
人
柄
も
良

く
、
皆
か
ら「
ゾ
ウ
さ
ん
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
た

三
ノ
橋
鋼
材
の
角
田
善
彦

社
長
が
急
逝
し
た
。
肝
臓

ガ
ン
だ
っ
た
。
年
初
の
新

年
会
で
は
元
気
だ
っ
た

が
、「
腰
が
痛
く
て
」
と
言

っ
て
い
た
の
が
、
今
と
な

っ
て
は
兆
候
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

1
9
5
2年

生
ま

れ
の

60歳
。
ま
だ
ま
だ
早

す
ぎ
る
。
若
い
だ
け
に
、

病
魔
の
進
行
が
早
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
敵
の
い
な
い
人
だ
っ

た
。
い
つ
も
穏
や
か
な
顔

で
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
人

だ
っ
た
。
ま
じ
め
で
人
付

き
合
い
も
良
か
っ
た
。
立

教
大
学
か
ら

75年
に
阪
和

興
業
入
社
、

80年
に
三
ノ

橋
鋼
材
入
社
、

97年
か
ら

社
長
。
三
ノ
橋
鋼
材
は
厚

板
が
主
力
で
、
小
粒
だ
が

し
っ
か
り
し
た
商
売
を
し

て
い
る
。
東
京
鉄
鋼
販
売

業
連
合
会
傘
下
の
本
所
鉄

交
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

浦
安
鉄
鋼
団
地
に
本
社
を

構
え
て
い
る
。

　
社
長
業
の
か
た
わ
ら
、

自
ら
現
場
に
も
出
て
、
時

に
は
配
送
も
担
当
す
る
八

面
六
臂
の
仕
事
ぶ
り
だ
っ

た
。
業
界
の
会
合
に
も
欠

か
さ
ず
出
席
し
、
本
所
鉄

交
会
会
長
な
ど
を
歴
任
、

現
在
で
も
本
所
鉄
交
会
館

社
長
、
東
鉄
連
厚
板
部
会

長
だ
っ
た
。

　
大
学
時
代
は
ス
キ
ー

部
。記
者
も
以
前
、一
緒
に

ゲ
レ
ン
デ
を
滑
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
大
柄
な
体
格
だ

が
、
滑
る
姿
は
華
麗
だ
っ

た
。
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ュ
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
こ
な
す

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
そ
の
ゾ

ウ
さ
ん
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
早
す
ぎ
ま
す
よ
。
本

当
に
淋
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
　

（
岡
）

　
日
本
冶
金
工
業

　（
Ｔ
＝
チ
ー
ム
、Ｔ
Ｌ
＝
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
）

　
（

6月

1日
付
）

　
【
組
織
改
正
】

　
一
、営
業
本
部
内
に「
高
機
能

材
営
業
推
進
部
」
を
設
立
し
、

「
海
外
事
業
企
画
部
」
を
廃
止

　
一
、
大
江
山
製
造
所
製
造
部

「
技
術
研
究
チ
ー
ム
」と「

品
質

管
理
チ
ー
ム
」
を
統
合
し
、「
品

質
・
技
術
チ
ー
ム
」と
し
既
存
の

チ
ー
ム
を
廃
止

　
【
人
事
異
動
】

　
▽
経
営
企
画
部
勤
務
（
経
理

部
会
計
Ｔ
Ｌ
）
内
田
良
治

　
▽
〃
（
川
崎
製
造
所
生
産
管

理
室
生
産
管
理
Ｔ
Ｌ
）
赤
坂
昌

幸　
▽
経
理
部
会
計
Ｔ
Ｌ
（
経
理

部
〔
会
計
Ｔ
〕）志

田
英
人

▽
川
崎
製
造
所
技
術
開
発
室

〔
製
造
技
術
Ｔ
〕勤
務（
川
崎
製

造
所
製
造
部
厚
板
工
場
長
）
加

藤
肇

　
▽
〃
製
造
部
厚
板
工
場
長

（
〃
薄
板
工
場
冷
延
第
一
係
長
）

小
椋
浩
史

　
▽
〃
生
産
管
理
室
生
産
管
理

Ｔ
Ｌ
（
購
買
部
）
丸
山
康
治

　
▽
大
江
山
製
造
所
製
造
部
品

質
・
技
術
Ｔ
Ｌ（
大
江
山
製
造
所

製
造
部
品
質
管
理
Ｔ
Ｌ
兼
技
術

研
究
Ｔ
Ｌ
）
安
田
智
弘

　
【
旭
川
】
全
日
本
板
金

工
業
組
合
連
合
会
（
理
事

長
＝
石
本
惣
治
・
ラ
イ
ム

イ
シ
モ
ト
会
長
）、日

本
建

築
板
金
協
会（
会
長
＝
同
）

は

16日
、
北
海
道
旭
川
市

で
「
第

65回
全
国
建
築
板

金
業
者
北
海
道
大
会
」
を

開
催
し
た
。

　
石
本
理
事
長
は
「
政
権

交
代
か
ら
半
年
で
、
株
価

の
高
騰
、
円
安
な
ど
景
気

が
良
く
な
っ
た
気
配
が
あ

る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ

そ
の
実
感
が
な
い
。
昔
の

公
共
工
事
は
ゼ
ネ
コ
ン
の

た
め
の
も
の
だ
っ
た
が
、

今
の
公
共
工
事
は
職
人
な

ど
の
専
門
業
者
に
光
が
当

た
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
、
技
術
を
若
い
人
に
継

承
し
て
も
ら
い
た
い
。
鉄

板
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き

て
環
境
に
や
さ
し
い
も
の

な
の
で
、
誇

り
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し

た
。

　
続
い
て
、

建
築
板
金
業

振
興
議
員
連

盟
会
長
で
衆

議
院
議
員
の

石
破
茂
氏
、

高
橋
は
る
み

・
北
海
道
知
事
、
西
川
政

人
・
旭
川
市
長
が
来
賓
と

し
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
【
名
古
屋
】
愛
知
県
鉄

構
工
業
協
同
組
合
は

16

日
、
名
古
屋
市
内
の
ホ
テ

ル
に

80余
人
が
出
席
し
、

第

39回
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。
組
合
賦
課
金
を
前

年
度
に
引
き
続
き
正
規
の

6割
に
減
額
し
、
組
合
員

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

な
ど
を
承
認
し
た
。

　
石
原
義
幸
理
事
長
は
、

「
モ
ノ
づ
く
り
の
永
遠
の

課
題
は
、
品
質
確
保
の
製

品
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の

基
盤
は
経
営
の
安
定
に
あ

る
。
そ
の
た
め
の
取
り
組

み
に
は
、
全
国
組
織
で
し

か
で
き
な
い
も
の
や
、
個

々
の
組
合
員
企
業
で
し
か

で
き
な
い
こ
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
あ
る
が
、
そ
の
中
で

も
本
年
度
は
、
組
合
員
の

団
結
で
し
か
で
き
な
い
事

業
に
焦
点
を
絞
っ
て
実
行

し
、
経
営
安
定
の
た
め
の

一
歩
と
し
て
い
く
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
東
京
鋼
板
シ
ヤ
ー
組
合

は

15日
、
定
時
総
会
を
開

催
し
、
新
会
長
に
鈴
木
正

通
氏
（
鈴
木
鋼
材
社
長
）

を
選
任
し
た
。
遠
藤
重
康

会
長（
和
信
産
業
社
長
）は

相
談
役
に
就
き
、
藤
澤
鐵

雄
相
談
役
（
藤
澤
鋼
板
社

長
）
は
退
任
。
新
た
に
保

坂
英
司
氏
（
保
坂
鋼
材
社

長
）が
監
事
に
就
任
し
た
。

　
鈴
木
新
会
長
は
「
親
睦

第
一
の
精
神
を
継
承
し
、

若
手
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

も
一
層
深
め
て
、
次
へ
の

世
代
へ
の
橋
渡
し
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

　
遠
藤
前
会
長
は
「
総
会

の
書
面
決
議
や
焼
肉
店
で

の
食
べ
放
題
で
の
暑
気
払

い
、
会
則
の
改
訂
な
ど
、

自
由
に
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
。
鈴
木
新
会
長
は
声

が
大
き
く
、に
こ
や
か
で
、

行
動
力
も
あ
る
の
で
、
み

ん
な
で
盛
り
立
て
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
謝
辞

を
述
べ
た
。

　
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た

藤
澤
前
相
談
役
は
「
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
す
て
き
な
会

で
、
こ
の
先
も
継
続
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
く
だ
ろ

う
」
と
話
し
た
。

　
会
員
数
は
月
星
金
属
加

工
が
退
会
し
、

34社
と
な

っ
た
。
本
年
度
の
事
業
計

画
で
は
、

6月

15日
に
鋼

板
昭
和
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
は
じ
め
、
暑
気
払
い
や

新
年
初
顔
合
わ
せ
会
な
ど

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る
。

　
東
京
鋼
板
シ
ヤ
ー
組
合

の
若
手
組
織
で
あ
る
鋼
板

Ｊ
―
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
は

1日
、

定
時
総
会
を
開
き
、
新
会

長
に
宇
佐
美
貴
史
氏
（
東

京
鉄
製
専
務
）
を
選
任
し

た
。
金
子
泰
介
会
長
（
清

宮
製
作
所
専
務
）
は
副
会

長
に
就
い
た
。

扶和メタル南
港
の
全
面
改
修
完
了

工
業
雑
品

ス
ク
ラ
ッ
プ
　
扱
い
月

4000㌧
目
指
す

　
Ｊ
―
サ
ミ
ッ
ト
の
展
示

会
場
で
は
、
新
日
鉄
住
金

を
は
じ
め
、
商
社
や
海
外

の
資
源
大
手
な
ど
が
展
示

ブ
ー
ス
を
展
開
し
た
。
会

場
中
央
に
ひ
と
き
わ
大
き

な
ス
ペ
ー
ス

を
構
え
た
新

日
鉄
住
金

は
、
鉄
道
レ

ー
ル
と
車
輪

な
ど
資
源
開

発
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
貢

献
す
る
製
品

を
展
示
し

た
。
日
鉄
住

金
建
材
の
ノ

ン
フ
レ
ー
ム
工
法
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
関
連
製

品
も
展
示
し
、
ア
フ
リ
カ

の
資
源
開
発
に
役
立
つ
素

材
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
伊
藤
忠
商
事
は
南
ア
フ

リ
カ
で
開
発
を
目
指
す
白

金
族
事
業
の
プ
ラ
ッ
ト
リ

ー
フ
を
主
体
に
展
示
し

た
。
三
菱
商
事
は
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
の
ア
ル
ミ
精
錬
、

三
井
物
産
は
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
で
の
天
然
ガ
ス
事
業
を

主
体
に
、
ア
フ
リ
カ
で
の

取
り
組
み
を
展
示
。
ト
ヨ

タ
自
動
車
、
日
産
自
動
車

な
ど
日
本
企
業
の
ほ
か
、

英
リ
オ
・
テ
ィ
ン
ト
や
伯

ヴ
ァ
ー
レ
な
ど
資
源
大
手

も
展
示
に
加
わ
っ
た
。

2013年3月期

（単位：100万円、配当は円、中段は前期、下段は次期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益 配当

ＪＦＥ建材

53,475 2,541 2,502 1,524 ―

55,633 2,678 2,647 1,329 ―

― ― ― ― ―

　
山
九
は

16日
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
現
地
法
人
・
山
九

マ
レ
ー
シ
ア
（
本
社
＝
ペ

タ
リ
ン
・
ジ
ャ
ヤ
市
、松
村

淳
一
社
長
）
が
、
シ
ェ
ル

グ
ル
ー
プ
の
マ
レ
ー
シ
ア

の
製
油
所
か
ら
、
日
常
保

全
業
務
を
受
注
し
た
と
発

表
し
た
。
昨
年
の
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
・
ジ
ュ
ベ
ー
ル

製
油
所
に
続
く
、
非
日
系

企
業
か
ら
の
大
型
案
件
の

受
注
と
な
る
。
契
約
期
間

は

2
0
1
3年

4月
か
ら

16年

3月
ま
で
の

3年
間

（

3年
延
長
オ
プ
シ
ョ
ン

あ
り
）
で
、
受
注
額
は

3

年
間
で

10億
円
規
模
と
な

る
よ
う
だ
。

　
対
象
製
油
所
は
ポ
ー
ト

デ
ィ
ク
ソ
ン
製
油
所
。
首

都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か

ら
約

70㌔
㍍
南
下
し
た
と

こ
ろ
に
位
置
し
、
石
油
精

製
能
力
は
日
産

12万

5
0

0
0

。
山
九
マ
レ
ー
シ

ア
は
約

1
4
0人

の
要
員

で
、
設
備
な
ど
の
日
常
保

全
業
務
を
行
う
。

5月

1

日
か
ら
作
業
を
開
始
し

た
。

　
入
札
に
は
マ
レ
ー
シ
ア

国
内
外
か
ら
約

20社
が
参

加
し
た
が
、
山
九
の
Ｓ
Ｄ

Ｍ
（
定
修
工
事
）
な
ど
の

施
工
能
力
を
ベ
ー
ス
に
し

た
提
案
が
品
質
、
内
容
と

も
に
高
い
評
価
を
得
て
、

受
注
に
つ
な
が
っ
た
。
山

九
グ
ル
ー
プ
は
中
期
経
営

計
画
で
海
外
売
上
高
の
増

加
を
目
指
し
て
お
り
、
日

系
企
業
と
同
時
に
非
日
系

企
業
に
対
し
て
も
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。

　
関
西
鉄
源
連
合
会
（
会

長
＝
黒
川
友
二
・
扶
和
メ

タ
ル
社
長
）
は
き
ょ
う

17

日
、
第

36回
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
共
同
輸
出
入
札
を
実
施

す
る
。
契
約
数
量
は

5
0

0
0㌧

（
Ｆ
Ａ
Ｓ
・
Ｈ

2

グ
レ
ー
ド
中
心
）、船

積
み

期
間
は

6月

1日
か
ら

28

日
ま
で
を
予
定
。
前
回

（

3月

25日
）
の
成
約
価

格
は
Ｆ
Ａ
Ｓ
ト
ン
当
た
り

3万

4
0
0
0円

で
、
落

札
商
社
は
ア
ラ
エ
商
会
。

き
ょ

う
輸

出
入

札

関
西
鉄
源
連
合
会

　
「
当
会
は
一
般
的
な
地
区

団
体
と
異
な
り
、
同
じ
品
種

を
扱
う
同
業
者
の
集
ま
り
な

の
で
、
一
番
の
目
的
は
『
親

睦
』
を
深
め
る
こ
と
。
諸
先

輩
方
か
ら
も
そ
う
伝
え
聞
い

て
い
る
。
そ
の
流
れ
を
し
っ

か
り
と
継
承
し
、楽
し
く
て
、

た
め
に
な
る
会
に
し
て
い
き

た
い
」。今

ま
で
以
上
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
と
、
遠
藤
重

康
前
会
長
も
そ
の
手
腕
に
期

待
を
託
す
。

　
同
会
は
東
京
鉄
鋼
販
売
業

連
合
会
傘
下
の
団
体
で
、

1

9
5
5年

発
足
。
も
と
も
と

は
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
業
者
が
集

ま
っ
て
結
成
し
た
会
で
あ

り
、「
時
に
は
商
売
敵
と
も
な

り
得
る
相
手
同
士
だ
か
ら
こ

そ
、
商
売
以
外
で
は
仲
良
く

し
、
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
し

よ
う
」
と
の
設
立
趣
旨
に
基

づ
き
、
会
員
間
の
交
流
に
重

点
を
置
く
。
焼
肉

の
有
名
店
で
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
語
り

合
う
暑
気
払
い

や
、
家
族
ぐ
る
み

で
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
そ

の
一
環
だ
。

　
鈴
木
鋼
材
（
東

京
都
八
王
子
市
）

が
加
入
し
た
の
は

00年
と
、

加
入
歴
は
比
較
的
浅
い
が
、

そ
れ
以
前
に
全
鉄
連
・
流
通

情
報
網
研
究
会
（
Ｄ
Ｄ
Ｎ
）

の
旗
揚
げ
時
か
ら
、
中
心
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
周
囲

を
引
き
つ
け
る
快
活
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
誰
も
が
知
る
と

こ
ろ
。
だ
が
、
仕
事
に
話
が

及
ぶ
と
「
モ
ノ
づ
く
り
の
基

礎
材
料
で
あ
る
鉄
鋼
に
関
わ

る
世
界
に
身
を
置
き
、
そ
れ

が
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
と

実
感
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
」と
熱
く
語
る
な
ど
、

ま
じ
め
な
一
面
も
見
せ
る
。

　
「
仕
事
は
『
ハ
ー
ト
』
で

す
る
も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
、

楽
し
く
な
い
と
身
が
入
ら
な

い
。
ま
ず
は
会
員
が
身
を
乗

り
出
し
て
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
き

た
い
。
若
手
組
織
の
鋼
板
Ｊ

―
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
と
も
協
力
し
、

若
い
世
代
や
新
た
な
メ
ン
バ

ー
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で

い
く
」。品

種
や
地
域
を
問
わ

ず
、
新
規
加
入
は
大
歓
迎
と

い
う
。
ユ
ー
モ
ア
と
真
剣
さ

を
兼
ね
備
え
た
新
リ
ー
ダ
ー

が
業
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ

す
。
　

（
音
成

泰
文
）

日刊産業新聞 13.5.17

楽
し
く
親
睦
深
め
る

東京鋼板シヤー組合

　
▽
鈴
木
正
通
（
す
ず
き
・

ま
さ
み
ち
）
氏
＝

73年
東
海

大
政
経
卒
、

77年
日
立
印
刷

入
社
。

81年
鈴
木
鋼
材
入
社
、

94年
社
長
就
任
。

07年
東
京

鋼
板
シ
ヤ
ー
組
合
幹
事
、

13

年

5月
現
職
。
趣
味
は
バ
イ

ク
、
楽
器
演
奏
、
鉄
道
（
乗

り
鉄
）。休

日
に
は
夫
人
と
ツ

ー
リ
ン
グ
に
出
掛
け
る
こ
と

も
。

54年

4月

28日
生
ま
れ
、

東
京
都
出
身
。

鈴木鈴鈴木木 正通氏正正通通氏氏

　
扶
和
メ
タ
ル
（
本
社
＝

大
阪
市
、黒
川
友
二
社
長
）

が
、
南
港
支
店
で
進
め
て

い
た
全
面
改
修
工
事
が
完

了
し
、
こ
の
ほ
ど
本
稼
働

を
開
始
し
た
。
南
港
支
店

は
昨
年

9月
、
大
阪
市
住

之
江
区
の
南
港
ヤ
ー
ド

2

カ
所
を
集
約
・
統
合
し
て

開
設
。
集
荷
ヤ
ー
ド
か
ら

支
店
化
し
た
こ
と
や
、
全

面
改
修
な
ど
に
伴
っ
て
営

業
強
化
を
図
り
、
工
業
雑

品
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
特
化
し

た
専
用
ヤ
ー
ド
と
し
て
、

月
間

4
0
0
0㌧

の
取
り

扱
い
を
目
指
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
南
港
地
区

の
集
荷
・
出
荷
拠
点
に
つ

い
て
、
大
銑
産
業
・
南
港

倉
庫
内
と
南
港
Ｇ
―

8埠

頭
の

2カ
所
で
営
業
し
て

い
た
が
、
合

理
化
へ
向
け

て
ヤ
ー
ド
を

南
港
Ｇ
―

8

埠
頭
に
集

約
。
さ
ら
に

支
店
と
し
て

展
開
す
る
こ

と
で
「
統
合

に
よ
る
業
務

の
効
率
化
だ

け
で
は
な

く
、営
業
力
を
強
化
す
る
」

（
黒
川
社
長
）
と
い
う
。

　
敷
地
面
積
は
約

2
3
0

0平
方
㍍
で
、
主
要
設
備

は
大
型
重
機

3基
と

50㌧

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
な

ど
。
営
業
エ
リ
ア
は
大
阪

を
中
心
に
関
西
一
円
に
広

が
っ
て
お
り
、
船
積
み
可

能
な
専
用
岸
壁
を
備
え
、

工
業
雑
品
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

集
荷
と
輸
出
業
務
を
中
心

に
展
開
す
る
。

　
支
店
化
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
集
荷
ヤ
ー
ド
だ
っ

た
南
港
支
店
で
は
、
事
務

所
棟
の
全
面
改
修
を
行
っ

た
ほ
か
、
在
庫
能
力
と
安

全
面
の
確
保
へ
向
け
て
、

高
さ

10㍍
の
工
場
擁
壁
を

建
設
。
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー

ル
や
油
水
分
離
槽
も
新
設

し
た
。

　
さ
ら
に
南
港
エ
リ
ア
で

は
港
湾
荷
役
な
ど
を
行
う

大
都
（
本
社
＝
大
阪
市
、

間
口
豪
社
長
）
が
所
有
す

る
最
大
吊
り
荷
重

80㌧
、

最
大
作
業
半
径

48㍍
の
特

殊
作
業
船
「
ネ
プ
チ
ュ
ー

ン
Ｚ
」
が
控
え
て
お
り
、

「
支
店
化
で
数
量
拡
大
を

図
り
、
毎
週

1船
の
輸
出

を
行
い
た
い
」
と
し
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
建
材
の

2
0
1

3年

3月
期
連
結
業
績

は
、
売
上
高
が
前
期
比

3

・

9％
減
、
営
業
利
益
が

5・

1％
減
、
経
常
利
益

が

5・

5％
減
の
減
収
減

益
だ
っ
た
。
た
だ
、
純
利

益
は

14・

7％
増
で
、

3

期
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ

た
。
建
築
需
要
が
大
都
市

圏
で
回
復
し
た
こ
と
で
、

デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
を
中
心

と
し
た
建
築
用
建
材
商
品

が
増
収
増
益
と
な
っ
た
も

の
の
、
道
路
関
連
の
大
型

物
件
が
端
境
期
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
土
木
用
建

材
商
品
や
地
下
土
木
商
品

が
落
ち
込
み
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社

も

7社
の
う
ち

6社
が
黒

字
と
な
っ
た
も
の
の
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
建
材
フ
ェ
ン
ス
な
ど

が
販
売
競
争
の
激
化
に
よ

り
減
益
と
な
り
、
連
結
業

績
で
も
経
常
利
益
ベ
ー
ス

で
3期

連
続
の
減
益
と
な

っ
た
。

　
単
独
業
績
は
回
復
基
調

に
あ
る
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト

で
収
益
重
視
の
選
択
受
注

を
進
め
た
こ
と
な
ど
が
奏

功
し
、
売
上
高
こ
そ
前
期

比

2・

2％
減
の

3
8
6

億

8
7
0
0万

円
と
落
ち

込
ん
だ
が
、
営
業
利
益
は

1・

3％
増
の

18億

9
4

0
0万

円
、
経
常
利
益
が

10・

4％
増
の

21億

7
3

0
0万

円
、
純
利
益
が

19

・

2％
増
の

10億

7
3
0

0万
円
で
、

3期
ぶ
り
の

増
益
だ
っ
た
。

　
部
門
別
売
上
高
は
建
築

用
建
材
商
品
が

9・

2％

増
の

1
3
5億

6
1
0
0

万
円
、
土
木
用
建
材
商
品

が

5・

3％
減
の

1
6
2

億

2
9
0
0万

円
、
地
下

土
木
商
品
が

11・

2％
減

の

88億

9
6
0
0万

円
。

　

14年

3月
期
に
つ
い
て

は
、
補
正
予
算
や
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
の
公
共
工
事
効

果
、
原
燃
料
価
格
の
上
昇

に
伴
う
母
材
価
格
の
上
昇

と
、
そ
の
転
嫁
な
ど
不
透

明
要
素
が
多
い
も
の
の
、

「
前
期
以
上
の
水
準
」（
大

出
直
文
社
長
）
を
目
指
す

方
針
。

ＪＦＥ建材３
期
連
続
で
経
常
減
益

前
３
月
期
、
土
木
振
る
わ
ず

製
油
所
保
全
業
務

マ
レ
ー
シ
ア
で
受
注

山　九

人
事

組
織
と

定
時
総
会

定
時
総
会

本稼働を開始した南港支店

調
印
式
の
も
よ
う

　
新
日
鉄
住
金
の
藤
原
真

一
常
務
執
行
役
員
は

16

日
、
Ｊ
―
サ
ミ
ッ
ト
で
講

演
し
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で

の
原
料
炭
開
発
の
必
要
性

に
つ
い
て
強
調
し
た
。
新

興
国
の
成
長
に
伴
い
、
原

料
炭
の
獲
得
競
争
が
始
ま

る
な
か
、
特
に
優
良
な
強

粘
結
炭
の
新
た
な
ソ
ー
ス

確
保
が
課
題
と
指
摘
。
先

月
採
掘
権
を
取
得
し
た
レ

ブ
ボ
ー
炭
鉱
を
、
近
く
固

ま
る
見
込
み
の
新
た
な
合

弁
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と

も
に
早
期
に
開
発
し
、

2

0
1
6年

の
生
産
開
始
を

目
指
す
考
え
を
示
し
た
。

開
始

3年
後
の
年
産

5
0

0万
㌧
の
フ
ル
生
産
体
制

移
行
時
に
、
グ
ル
ー
プ
で

33％
の
出
資
見
合
い
で
引

き
取
る
こ
と
で
、
現
状

20

％
程
度
の
新
日
鉄
住
金
の

自
前
の
原
料
炭
調
達
比
率

は

7
程
度
上
昇
す
る
。

　
藤
原
常
務
執
行
役
員
は

強
粘
炭
の
次
世
代
の
ソ
ー

ス
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
タ

バ
ン
ト
ル
ゴ
イ
、
ロ
シ
ア

の
エ
リ
ガ
の
巨
大
炭
鉱
に

も
期
待
が
あ
る
が
、
新
日

鉄
住
金
と
し
て
は
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
を
重
視
す
る
考
え

を
示
し
た
。
理
由
と
し
て

豪
州
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
品

位
に
加
え
て
、
港
ま
で

9

0
0㌔

㍍
と
、

3
0
0
0

㌔
㍍
以
上
の
輸
送
が
必
要

な
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
の

炭
鉱
と
比
べ
て
輸
送
距
離

が
短
い
点
を
挙
げ
た
。

　
レ
ブ
ボ
ー
開
発
に
あ
た

っ
て
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

政
府
に
対
し
て
、
必
要
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
時
宜
を

得
た
形
で
支
援
す
る
ほ

か
、
外
資
企
業
に
対
し
て

公
正
で
オ
ー
プ
ン
な
扱
い

を
求
め
た
。
日
本
政
府
に

は
相
手
国
政
府
の
人
材
育

成
な
ど
従
来
の
支
援
に
加

え
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
へ
の
公
的
金
融
支
援
に

も
期
待
を
表
明
。
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
政
府
、
日
本
政
府

と
三
位
一
体
で
開
発
を
成

功
さ
せ
た
い
と
述
べ
た
。

　
新
日
鉄
住
金
の
資
源
戦

略
に
つ
い
て
藤
原
常
務
執

行
役
員
は
、
技
術
力
で
原

料
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
い

る
状
況
を
説
明
。
高
価
な

強
粘
結
の
使
用
を
減
ら

し
、
微
粉
炭
吹
き
込
み

（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
用
炭
、
非
微

粘
結
炭
の
比
率
を
増
や
す

と
と
も
に
、
銑
鉄
生
産
に

必
要
な
コ
ー
ク
ス
の
原
単

位
を
引
き
下
げ
て
お
り
、

合
併
後
は
さ
ら
に
配
合
構

成
を
改
善
し
て
い
る
と
述

べ
た
。
ま
た
、
長
期
安
定

確
保
の
た
め
に
供
給
者
と

も
関
係
を
強
化
し
、
安
定

調
達
に
努
め
て
い
る
と
説

明
し
た
。

　
藤
原
常
務
執
行
役
員

は
、
足
元
は
世
界
的
に
景

気
の
減
速
感
が
広
が
っ
て

い
る
が
、
長
期
的
に
は
鉄

鋼
需
要
拡
大
が
続
く
と
見

て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
の
経
済
開
発
が

成
長
の
原
動
力
に
な
る
と

指
摘
。
鉄
鋼
業
は
世
界
的

に
低
収
益
に
苦
し
ん
で
い

る
が
、
新
日
鉄
住
金
は

3

年
間
で

2
0
0
0億

円
の

統
合
効
果
を
引
き
出
し
、

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
競

争
力
を
強
化
す
る
取
り
組

み
を
説
明
し
た
。

ボンデ鋼板・亜鉛鉄板
西山鋼業株式会社
本社／東京都荒川区荒川5-18-4
　☎（03）3892－1111（代表）
横浜
足立・取手

／
／ ／

営業所
出張所 足立・鶴見配送所

／浦安・鷲宮・横浜・福島工場

新
日
鉄
住
金
、
商
社
な
ど

展
示
ブ
ー
ス
出
展

原料炭レ
ブ
ボ
ー
開
発
に
意
欲

次
世
代

ソ
ー
ス
　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
重
視

　
前
月
比
で
は

1・

0％

増
え
、

2カ
月
ぶ
り
に
減

少
し
た
が
、
前
月
は
過
去

最
高
だ
っ
た
。
日
当
た
り

は

2・

3％
増
え
、

4カ
月

連
続
で

2
0
0万

㌧
を
超

え
た
。

1―

4月
累
計
は

2億

5
8
1
5万

㌧
と
、

前
年
同
期
比

8・

4％
増

加
し
た
。

　
自
動
車
生
産
は
堅
調
だ

が
、
建
設
機
械
や
造
船
な

ど
他
の
需
要
分
野
は
低

調
。
エ
コ
家
電
補
助
金
の

駆
け
込
み
需
要
で
、
エ
ア

コ
ン
販
売
が
増
え
て
い
る

と
言
わ
れ
る
が
、
政
府
の

不
動
産
投
資
抑
制
か
ら
家

電
製
品
の
販
売
は
低
調
。

中
国
鋼
鉄
工
業
協
会
（
Ｃ

Ｉ
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る
と
、

4

月

19日
時
点
の
鋼
材
市
中

在
庫
（
主
要

26都
市
・

5

品
目
）
は

2
0
8
4万

㌧

と
前
年

4月
末
比

24・

2

％
増
加
。「
宝
山
鋼
鉄
に
、

製
品
在
庫
が
多
く
積
み
上

が
っ
て
い
る
」（
日
系
高
炉

幹
部
）な
ど
、メ
ー
カ
ー
在

庫
も
増
え
て
い
る
。

　

4月
の
鋼
材
輸
出
は

5

5
5万

㌧
と
、
前
年
同
月

比

9カ
月
連
続
増
え
、
海

外
市
場
の
需
給
を
緩
め
て

い
る
。
メ
ー
カ
ー
の
増
産

傾
向
は
、
昨
年
秋
ほ
ど
に

鋼
材
価
格
が
下
落
し
、
赤

字
が
広
が
る
ま
で
続
く
見

方
も
あ
り
当
面
、
日
産

2

0

0万
㌧
以
上
が
保
た

れ
、
鋼
材
市
況
を
下
押
す

構
図
が
続
き
そ
う
だ
。

　
【
上
海
支
局
】
中
国
国
家
統
計
局
に
よ
る
と
、

4月
の
粗
鋼
生
産
量
は

6
5
6

5万
㌧
と
、
前
年
同
月
比

6・

8％
増
加
し
た
。日
当
た
り

2
1
8万

8
0
0
0

㌧
で
、
い
ず
れ
も
過
去

2番
目
の
水
準
。春
需
を
見
込
ん
だ
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
生

産
を
増
や
し
た
。
実
需
が
伸
び
悩
み
、
鋼
材
市
況
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、メ
ー

カ
ー
は
採
算
が
悪
化
し
て
い
る
も
の
の
、
増
産
に
よ
る
増
収
と
コ
ス
ト
低
減
効

果
を
求
め
、
な
お
高
生
産
を
続
け
る
見
通
し
。鋼
材
輸
出
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
海
外
市
場
へ
の
影
響
度
も
ま
し
そ
う
だ
。

新
会
長
に
鈴
木
氏

東
京
鋼
板

シ
ヤ
ー
組
合

全板連
日板協北

海
道
で
全
国
大
会

「
自
信
と
誇
り
を
持
と
う
」

組
合
賦
課
金

６
割
減
額
継
続

愛
知
鉄
構
協

石原理事長

新
会

長
に

宇
佐

美
氏

Ｊ
―
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

新日鉄住金・藤原常務

J―サミットで講演

講
演
す
る
藤
原
常
務

新日鉄住金のブース

テープカットする石本理事長（中央）

角田善彦氏（三ノ橋鋼材
社 長）を悼む

穏やかな“ゾウさん”

中中
国国
粗粗
鋼鋼

66556655万万
㌧㌧
にに
増増

４
月
過
去
２
番
目
の
高
水
準

http://www.japanmetal.com

http://www.japanmetal.com/
koudoku.html.html

購読の申し込み
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